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75.遜動後のクレアチンリン畿祷念総獲疫に影響を
茨iます鶴子
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{目的}αmf協らによって述べられた樹ヒ的1)ン僚との
ADPコントロ叶レの概念に蒸づきt pHが抵下しないよう
な椴対的に{抵当金度の滋養訴去のクレアチンワン語気PCr)待合
成迷皮は，筋の駿化的能力を表す指擦になることが訴され
てきている.しかしながら，、昨年度の大会で我々 が報告し
たように，長距離定者と SJ~毅録者との掲のp合併合成の特
定委託ωの援'I，鍛議皮の運動よちも， pHの著しv.f底下を
{半う敏夫議議説去の加吹きい.そこでき是々 は，この即必
itJf~の t" がどのようなE母子によって欝節され，ぞれが何を
:聯来するものとなりうるのかを鱗べることを臼的とした令
{方法}鍵綾な1記入5秒間:10名を被検者とした.被検者の
外側広務から筋生検によって筋サンプルを揚出した.務サ
ンプルの連絡横断歩O}~ぜ作成し，それにMy部お A持協染
色，および均時i蹴 PAS染色を絡し，筋線維総文と鴇蹴
管響皮を算出した.また手当ミイと学的分析としてクエン殻合
成酵素(CS)活性を誤~Jさした.ヤ N憾の混115.主 tì. ヰI強度
制od間総)迷遺書，議労観音撃をもたらす設大(Exl制 sting)運
動中および部夜中に行い，その結果からんを算出した.
務古来i 遂動終了J~きの PCr，{pCr+Pi)， pH. rm鈴IJのpHの
最低鍍ゆftnimumpH) の平均娘は，地池端e~運動よりも
訟h釦st均遊説1の方カ格í~撃に低悠をZ詳した(p<O.Ol). t.の王子
均僚はMOde蹴cおよび訟hausting遂動後でそれぞれ
34.鉱2.O(Sめ， 50.7土5.2 secであり，後者の方カ苦手主意;こi禽{患
を涼した(pくな01).減xfe躍el筆頭告では，t"とcs話哲五rぉ.0.68，
p<O.05)および略乃F斜線意義ャ=-0.74野p<O.05)との燃に;脊慾
な綴閥均液、められた，、訟h:u胤地選動では.tと運動終了
雲寺のPCrレペ)v(r=.().74，p<0.05). pH(y:.{J.91. p'くな01)， 
Mil抑制npH(件-0.泌t p<O.Ol) ， CS活性(r:.O.84，p<O.Ol)， 
および%、F凶線総r=-O.90，p<Q.0l)とのf!誌に布:患なJ館関が
みられた.また訟h錨sting逮緩殺，毛細血管密度;の増加iと
ともにんが減少する鱗向か認められたが，高・35;な関係では
なかった〈作.().59，p:().07). 
{結論}本研究の結果.pHの畿下を引き起こさないよう
な結対的に儲鍛の選滋後の t~，ま，筋の衛的能力を設す
務擦となることが擁護記された.…方， pH (J.河't3;下を伴うよ
うな縦鍛選数哉の t~ は，繍終了時のめレベルや p践
によって大きく影響される.しかしながら，本統究で認め
られた取h蹴往瑠運動後のんと CS活性とのi喝の制認は，
この Lが酸化的能力を念く反映しないものではないとい
うことを表すものである.また， H~のウオッシュアウト能
力との関係を締くる;意味で毛縮政狩密度と teの鵠係をみ
た治え雨者の関には腐らかな関係がみられず，この点にj裂
しではさらなる機怜泌告さになると考えられる.さらに本
側 Eでは.機運動において，筋線毒機E完治宝t，と!諮係のある
こと埠派され，代縦精鋭1と筋線量縦断也、ずしも士事i鴻
係治官あるとはいえないが，非常Lご興味深い絡呆である.
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